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PWR 加圧水型軽水炉 



BWR 沸騰水型軽水炉 
HTGR 高温ガス冷却型 
SGR 黒煙減速ガス冷却型 
SFR 塩素冷却型 
PHWR 加圧水型重水炉 
GCR ガス冷却型 
OCR 有機化学物質冷却 
FBR 高速増殖炉

メーカー
B＆W Babcock ＋ Wilcox Enterprise　蒸気発電機の製造が主
CE Combustion Engineering　原子力発電機製造者、2000年にウェスティングハウスに廃客される
WH Westinghouse　ウェスティングハウスは原子炉メーカー大手の一社
BWR General Electric　ジェネラルエレクトリック（GE)も大手、沸騰水型炉の多くを製造
AP1000 Westinghouseウェスティングハウスの新型加圧水型炉
VOYGR NuScale　小型モジュール路の企画販売
BWRX GE／Hitachi　小型モジュール路開発中
Atomics International （軍事と民間事業）
Natrium TerraPower　新しい形の高速増殖炉を開発中



現在の稼働状況

稼働中
最近閉鎖
廃炉発表

ミシガン州、パリセーズは2022年に廃炉が決まり、2022年に閉鎖。その後、核廃棄物保管業社
　ホルテック社（廃炉業務にも事業を拡大中）がエンタジーから買取り、蘇らせようとしている。
　原子力発電運営の経験なし。
カリフォルニア州、ディアブロキャニオンは2024年と2025年に廃炉が決まっていたが、2023年に
州議会で「5年延長」の法案、SB846が可決。まだ24年、25年以降の運転許可が出ていない。


